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城南信金が事務局を務める「よい仕事おこしネットワーク」は、全国各地の飲食事業者と連携して新商品の開発に取り組んだ（5月上旬、東京都新宿区）
東京都内の信用金庫や銀行が個々の企業の資金繰りや本業の支援に加え、地域経済の面的な活性化に取り組んでいる。全国の事業者と連携した新商品開発や地元の魅力をネットで発信するなど地域振興のあり方は様々だ。長引く新型コロナウイルス禍や国際情勢の悪化で企業は厳しい経営環境に置かれている。目先の運用収益に直結しなくても、将来の取引先確保をめざし、地域経済の地盤沈下を防ぐため知恵を絞る。

「極上の逸品ができあがった。ほかの豚とはうまみが違う」。5月上旬、都内で開かれた新商品の試食会。岩手県のブランド豚を使った酒かす漬けの新商品を同県の信金職員が紹介した。飲食店などに採用してもらおうと、新商品はバイヤーら業界関係者に振る舞われた。

主催したのは全国の信用金庫が加入する「よい仕事おこしネットワーク」。2017年から全47都道府県の米を原材料とした日本酒を製造しており、醸造工程で出る酒かすを有効活用するための商品を全国各地の信金と食品会社などが協力して考案した。

旗振り役となったのが、ネットワークの事務局を務める城南信用金庫（東京・品川）で、同信金の北村信幸専任調査役は「信金にとっては地域の繁栄が第一で、一心同体だ。各地の信金と協力して盛り上げたい」と強調する。


城北信金はスマホのアプリ上で都電荒川線沿線の飲食店などの情報を発信している
城北信用金庫（東京・北）は都電荒川線沿線にある飲食店などの情報サイトを手掛けている。地元で人気の店を職員が自ら取材し、魅力を発信する。広く知られていない隠れた観光スポットも紹介し、地域に密着した付加価値の高い情報の提供を目指して運営している。

3月には地図を活用した情報発信アプリ「MEQQE（めっけ）」との連携を始めた。スマートフォンから店舗情報を地図上で閲覧でき、外出先でも手軽に活用できるようになった。城北信金の担当者は「都電の乗客が見て、ふらっと店に立ち寄ってほしい」と期待を寄せる。

こうした取り組みの背景には地域経済の縮小に対する危機感がある。コロナ禍や物価の高騰で業況は厳しさを増していて、「地域内の企業が減れば金融機関の融資先もなくなり、共倒れになりかねない」（都内信金幹部）からだ。


きらぼし銀行は赤坂芸者の公演イベントを開催した（5月中旬、東京都港区の同行本店）
金融機関による支援対象は企業以外にも広がっている。

5月中旬、きらぼし銀行（東京・港）の本店。部屋を仕切るパーティションが取り払われ、会議室が広々としたホールに生まれ変わった。金屏風で彩られた舞台で都を代表する芸者の集団、赤坂芸者衆が華麗な踊りを披露し、来場した地域住民から盛大な拍手を浴びた。

赤坂芸者衆はコロナ禍で公演機会の縮小を余儀なくされてきた。舞踊を披露する場が失われている現状を顧客から聞き、伝統芸能の振興に立ち上がったのが、きらぼし銀行だった。渡辺寿信頭取は「伝統芸能を次の世代に伝えることも銀行が果たすべき役割だ」と力を込める。


よい仕事おこしネットワークは、福島県いわき市の観光振興を目的にビール造りにも取り組んでいる（6月上旬、東京都大田区）
よい仕事おこしネットワークは地域応援プロジェクトとして、ビール造りにも取り組んでいる。フラガールで有名な福島県いわき市の観光や農業の振興が目的で、同市の米などを原料に使いハワイをイメージした青色のビールを東京・大田の醸造所で製造中。7月中に完成し、いわき市などで販売する予定だ。

城南信金の川本恭治理事長は「金融機関はいろいろな人と知り合える立場にあり、人と人をつなぐことができる。みんなの力でこの苦境を乗り切ることが大切だ」と語る。




